
ーお客様導入事例ー

［BEFORE］
◆ハードウェアの障害に対して、より強固なサービス継続
体制を構築したい
◆新サービス基盤への移行に伴うダウンタイムをできるだけ
極小化したい

［AFTER］
◆3台×2クラスターの構成を5台×1クラスターに統合する
ことで耐障害性を強化
◆Dell VxRailの継続採用とネットワールドの支援により
ほぼ無停止での移行に成功

所在地：東京都港区芝3-8 -2
ＵＲＬ：ht tps ://jp . r icoh .com/

ITインフラの運用管理を支援する
「マネージドITサービス」の

サービス基盤に Dell VxRail を採用

　リコーグループの国内販売会社として、顧客企業

の課題解決や生産性革新に貢献するリコージャパン。

同社では全国隅々までカバーする拠点網を活か

し、幅広い領域にわたる商品やデジタルサービスを

展開している。

　そうしたサービスのひとつが、高度化・複雑化す

るITインフラの構築・運用・保守・サポート業務を

支援する「マネージドITサービス」だ。ここでは、情

報システム部門の運用保守業務を「インフラ」「ク

ラウド運用」「情報セキュリティ対策」「イベント対

応」「エンドユーザーデバイス」「アプリケーション」

の6カテゴリーに分類。これらを代行することで、顧

客企業が本来のビジネスに注力できるよう支援し

ている。

　「当部門ではお客さまの

重要な運用業務を請け負

うだけに、品質には徹底し

てこだわっています」と語

るのは、リコージャパンの

川上 剛氏。ユーザーニーズ

や市場環境の変化に即応

するために、インフラの柔軟性やスケーラビリティ

などについても、細心の注意を払っていると続ける。

　本サービスの特長としては、顧客システムの運用・監

視やメンテナンス、設定代行などの作業をリモートで実

施する点が挙げられる。このため本サービス基盤上で

は、監視システムやアラート通知用メールサーバー、各

ユーザー専用の運用代行作業用仮想デスクトップ(以

下、VDI)、各種運用作業の自動化システムなどが稼働

している。

　24時間・365日止まることなく提供されるサービスで

あるため、サービス基盤には極めて高い信頼性・可用

性が要求される。そこで同社では、デル・テクノロジーズ

のハイパーコンバージド・インフラストラクチャー(以下、

HCI)製品「Dell VxRail」(以下、VxRail)を採用している。

　同社の清水 雄一郎氏は「かつては3Tier構成のシス

テムでサービス基盤を構築し

ていましたが、この方法だと

共有ストレージが単一障害点

となります。その点、HCIは最

小でも3台構成となりますか

ら、たとえ1台のノードが完全

にダウンしてもサービスを継

続できます。また、HCIは運用

管理性や拡張性の面でも優れていますので、2018年に

市場でも豊富な実績を有するVxRailに切り替えました」

と説明する。

　さらに今回、同社ではこの2018年に導入したVxRail

のリプレース時期を迎えることと

なった。ここで重要なテーマと

なったのが、安定性のさらなる

向上だ。同社の中島 文平氏

は「以前の環境は、情報サー

ビス系が3台、VDI系が3台の

2クラスター構成に分かれて

いました。これでも信頼性・可

用性は担保されますが、万一の障害で2台に縮退して

しまうとやはり少々厳しい。そこで今回の更新では、こ

の点を改善したいと考えました」と語る。

　さらに、もう一つの課題となったのが、移行に伴うダ

ウンタイムをいかに極小化するかという点だ。中島氏は

「24時間・365日止まらないサービスですので、いくら基

盤更新とはいえ何十分もシステムが停止するようなこと

は許されません。この問題をいかにクリアするかも大き

な挑戦となりました」と続ける。

　新サービス基盤の導入にあたっては、他社製品も

含めた比較検討を改めて実施。その結果、これまでの

稼働実績や移行の容易さを評価し、ハードウェアに

は引き続きVxRailを採用することとした。加えて注目

されるのが、従来は3台ずつ2クラスターに分かれてい

た環境を5台構成の1クラスターに統合した点だ。

　「ネットワールドに相談したところ、こうした方がク

ラスターを分けるよりもリソース面で余裕が持てると

の提案を受けました。確かにこの構成であれば、ハー

ドウェア障害時にも残りの4台を用いて安定的に稼働

を継続できます。そこで、別々に運用していた情報

サービス系とVDI系の環境をひとつにまとめることに

しました」と清水氏は語る。なお、インフラの負荷増

大や将来的なサービス拡張も考慮し、今回は従来の

ハイブリッドモデルに代えてオールフラッシュモデル

の「Dell VxRail 660F」を選択している。

　実際の移行作業についてもネットワールドの支援が

大きく貢献。同社の白鳥 敦

氏は、「具体的な方法として

は、旧環境の隣に新サービス

基盤を設置し、VMwareの

『Advanced Cross vCenter 

vMotion』機能を用いて仮想

マシン群を移していきました。両

環境のバージョン違いやネット

ワーク周りのトラブルなど、いくつかの課題にも直面しました

が、ネットワールドの支援のおかげで無事乗り切ることがで

きました」と満足感を示す。

　顧客企業の運用業務に影響が出ないタイミングで

システムを切り替える必要があるため、慎重に作業を進

めた結果、ほぼ無停止での移行を果たすことができた。

　新サービス基盤が導入されたことで、同社の業務

にもさまざまなメリットが生まれている。「旧環境よりも

大幅にメモリーが増強されたため、インフラにもかな

り余裕が生まれました。おかげで運用代行作業用の

VDI端末なども、リソースを

気にすることなく立ち上げら

れます。レスポンスも大きく

向上しましたので、各種のお

客さま対応もより迅速に行え

るようになりました」と語るの

は、同社の五十嵐 達郎氏。

また、同社の山本 大地氏も

「5台構成にしたことで、サー

ビス基盤の耐障害性が各段

に高まったことも大きな成果

と言えます。止まることが許さ

れないサービスなだけに、

我 と々しても安心感がありま

すね。今回の基盤更新をサ

ポートしてくれたネットワール

ドにも、大いに感謝しています」と続ける。

　さらに見逃せないのが、インフラ環境の最適化も図れ

た点だ。実は前述の運用作業自動化システムについて

は、元々情報サービス系、VDI系とは別のVxRailクラス

ターで稼働していた。しかし、新サービス基盤のリソース

にはまだまだ余裕があったため、同社ではこれも同じクラ

スター内に統合したのである。「これにより、VMwareのラ

イセンス体系変更に伴うコスト増加の影響を抑えることが

できました。しかし、今後どの仮想化技術を使うかは次回

更新までに検討を重ねていきたい」と清水氏は語る。

　その他にも、バックアップシステムの更新やセキュ

リティ強化など、さまざまな分野で改善を進めていく

予定とのこと。その先に見据えているのは、顧客に

とってより最適なサービスの実現だ。川上氏は今後に

向けた展望を「自動化・効率化をさらに追求すること

で、お客様のビジネスにしっかりと貢献していきたい。

その取り組みを通して、当社も共に成長できればと考

えています」と述べた。
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顧客のITインフラ運用を支援する
「マネージドITサービス」

安定性のさらなる向上を目指し
サービス基盤の統合を実施

ネットワールドの支援を活かし
ほぼ無停止での移行に成功
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耐障害性と性能を大幅に改善
インフラ環境の最適化も実現

24時間365日提供の「マネージドITサービス」の仮想化基盤を刷新
ダウンタイムを最小限に抑えた移行に成功

導入メリット

・オールフラッシュモデルの採用、メモリの増強によりレスポンスが大きく向上し、迅速な顧客対応を実現
・5台構成により、ハードウェアの耐障害性が向上
・ほぼ無停止でサービス基盤の仮想化システムの移行に成功
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仮想マシン
約270台

仮想化基盤2024

もしも障害が発生すると
2台でのサービス提供となり
パフォーマンスに不安がある

情報サービス系 VDI 自動化システム


